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歴 史の中 に技術あり、

足立のものづくり・花き
今もまちの中で歴史が受け継がれています

買おう、使おう、広めよう
足立の優れた産業製品

10月のものづくりフェ
スタにて

江
戸
刺
し
ゅ
う

足立区には、品質が良くて値段も手ごろな地場産業製品や、優
れた技術の伝統工芸が数多くあります。区では、地場産業製品を
区内外の方に幅広く知ってもらえるよう、各団体と協力して様々
なイベントを行っています。

足立のものづくり展
「足立のものづくり展」は、足立の地場産業製品の良さを感じてもらえるよう、靴
やかばんを中心とした製品を展示 ・即売する「あ だち地場工業製品フェア」と、
江戸時代 から受け継がれている伝統の匠の技 を実演し、工芸品を即売する「足立

伝統工芸品展」の二つ からなっています。区の素晴らしい産業製品や伝統工芸品
を身近に感じ、手に入れるチャンスです。お見逃しなく。

第5 回あだち地場工業製品フェア
日程=12 月6 日㈲・7日収
第3 回足立伝統工芸品展
日程=12 月9 日㈲・10日面　

- いずれもー
時間=午前9時～午後5時30分※ 最終日( 10
日)は午後5 時まで 場所= 区役所庁舎ホール
主催= 区、区工業会連合会、区伝統工芸振興
会

※ 入場 無料。 初日( 6

日) は9 時からオープ

ニ ン グ セレ モ ニ ーあ
り。工 芸品展 では、 匠

の技体験教室も行い ま
す( 材 料費実費負担) 。

時間など、 くわし くは
お問い合 わせ ください

足
立
ブ
ラ
ン
ド
の

ラ
ン
ド
セ
ル

▲ ものづくりフェスタでの実演
の様子( 東京銀器)

地場産業製品・伝統工芸品
お問い合わせは、工業係　　3880- 5869

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
宿
泊
イ
ン
フ

オ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽

“渓

間
力
」に
つ
な
が
る
「
学
力
」を

育
み
ま
す
/
再
開
発
ビ
ル
名
称
決

定
/
エ
イ
ズ

相
談
や
検
査
を
I
・
6

・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
8

面
マ
マ
マ
学
童
保
育
室
1
7年
4
月
入
室
児
童

募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情 報 キ ャ ッ チ
! !

好きです。あだち
12月13 日 ～19 日

午後O時30分/ 午後6 時

ケーブルTV 足立( 9CH)

ご存知ですか?

足立の花の歴史

▲ 区の花チューリップ
ストックは、春ごろまで楽
しめます

足立の花は江戸時代後期以降、仏花を中心とした花の栽培が行
われてきました。大正時代以降に、足立の花き農家が促成の栽培
方法を発案したことから、チューリップなどのフレーム栽培( 注1)

やキクのシェード栽培( 注2) は、足立の花き栽培の代名詞
となり、今も一部で受け継がれています。

☆注1 …フレーム栽培
ガラス材による床式の温室で、暖房を使わない足立独自の促成栽培方法

☆注2 ・‥シェード栽培
開花を早める促成栽培。昼間の一定時間覆いを掛け、日の当たる時間を
短くし、花芽を早く作らせる方法

区内では、現在もチューリップ、ユリ、ユキヤナギ

やボケなどが昔ながらの技法で栽培され、切り花とし
て出荷される一方、時代 の変化をとらえた、アリッサ

ムやビオラなどの花壇苗への転換も行われてい ます。
また、「関東東海花の展覧会」などの品評会では特等賞
を受賞するなど、高い評価を得ています。

足立の花き農家は、歴史と伝統を守りながら、消費
者ニーズにも応える四季折々の花き栽培に取り組んで

い ます。区ではこれらの花々をPR するため、毎年3
月・6月・12月に品評展示会を行っ
ています。それぞれの季節ごとの
花を、楽しんでください。

▲ アリッサムは、香り
のあるかわいらしい
花です

冬花品評展示会
□ 展示 会

日時=12 月9 日面、午後1 時～5 時/10

日面、午前8 時30 分～午後1 時

場所= 区役所1 階区民ロビー

□ 展示 品の販 売

日時=12 月10 日面、午後2 時30 分

場所= 区役所正面広場

※ 1 人1 点のみ。状況により整理券配布
▲ 大盛況だった今年の春花展示会

花き栽培
お問い合わせは、農業係　　3880- 5866
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「
災

害
」

新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
区
民
な
ら
び
に
各
団
体

の
協
力
に
よ
り
、
足
立
区
の
友
好
自

治
体
、
新
潟
県
小
出
町
(
H

月
か
ら

市
町
村
合
併
し
魚
沼
市
)
と
周
辺
自

治
体
に
向
け
て
、
支
援
物
資
や
義
援

金
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
震
の
あ
と
、
大
き
な
余
震
が
何

度
も
続
き
、
被
災
地
の
惨
状
が
日
を

追
っ
て
詳
細
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
の
心
中
は
察
す
る

に
余
り
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、

土
砂
に
車
ご
と
埋
も
れ
た
親
子
の
救

助
作
業
で
、
奇
跡
的
に
助
か
っ
た
2

歳
の
男
の
子
の
姿
に
、
私
た
ち
は
命

の
た
く
ま
し
さ
と
尊
さ
を
教
え
ら

れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
今
年
は
、
史
上
最
多
の
台

風
の
上
陸
で
、
全
国
各
地
で
水
害
や

土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
日
ご

ろ
の
備
え
の
重
要
性
を
、
今
回
再
認

識
し
た
ば
か
り
で
す
。
地
震
や
台
風

を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

事
前
の
備
え
、
そ
し
て
災
害
発
生
時

と
そ
の
後
の
対
応
へ
の
訓
練
を
十
分

に
行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
最

少
限
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

区
で
は
、
今
年
は
西
新
井
駅
西
口

地
区
で
、
大
地
震
を
想
定
し
た
都
市

復
興
模
擬
訓
練
を
2
ヵ
月
に
わ
た
っ

て
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
区
民
の

皆
さ
ん
と
協
働
し
た
備
え
で
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
に
対
し
、

支
援
物
資
や
義
援
金
、
な
ら
び
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を
頂
き
ま
し
た
皆

さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 16年11月1 日現在 外国人含む)　世帯数: 294, 212 人口: 645, 878 人(男: 325, 834 人, 女: 320, 044 人)
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは
11月26 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111 ( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期限・・・申し込み期限

◆ 場 ・申・問先・・・場所・

申し込み先 ・問い合わせ先
◆ 費 用の記載のないもの は無料
◆ 　・・・ホームペ ージアドレス

◆ 　・・・E メ ールアドレス

高
齢
者
の
方
に
無
料

マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
1
2
月
7
日
収
・
2
1
日
収
・
:

千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿
町

3
7
-
6
)
/
1
9
一
月
1
0
日
面
・
1
7
日
脚

…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
(
竹
の
塚
2

-
2
5
-
1
7
)
受
付
=
午
前
9
時
～

午
後
3
時
1
0分

対
象
=
区
内
在
住

で
7
3歳
以
上
の
方

定
員
=
各
日
4
8

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5

″
Q

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0
程
度
の
採
血
で
済
む
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。
日
程
・
内

容
等
=
表
1
(
②
X
線
撮
影
法
胃
が

ん
検
診
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た

方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
ぺ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要
精
密
検
査
と
な

っ
た
方
は
除
く
。
じ
ん
不
全
の
方
は

X
線
撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の
場

合
も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も

可
定
員
=
5
0
～
8
0
人
※
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
希
望
ど
お
り
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
表
I
か
ら

胃
が
ん
検
診
名
(
①
血
液
検
査

②
X

線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選

択
)
、検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3
希

望
ま
で
明
記

期
限
=
受
診
希
望
月

の
前
月
1
5日
必
着

受
診
票
の
送
付

は
前
月
末
日
(
1

月
を
希
望
す
る
場

合
、
1
2月
1
5日
必
着
、
受
診
票
の
送

付
は
1
2月
2
8日
)

申
・
問
先
=
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射

線
係

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
I
l
r
a
l

り
a(

3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　 消化器 がん検診日程
① 血 液 検 査( ペ フ シ ノ ゲ ン 法) + 検 便

②X 線 撮 影+ 検 便

※印の日程は午後、それ以外は午前に行います

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
杤一月
9
日
収
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
妊
婦

内
容
=
妊
娠
中
に
必

要
な
栄
養
の
話
/
食
生
活
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
と
一
緒
に
保
存
食
品
を
上
手
に

と
り
入
れ
た
調
理
実
習
・
試
食

定

員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円

(材
料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

甲
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千

住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
　

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会
「
C
型
肝
炎
の

現
状
と
最
新
治
療
」

日
時
=
1
2
月
1
6
日
困
、
午
後
3
時
～

5
時

講
師
=
日
野
邦
彦
氏
(
デ
ル

タ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
″
`
り

げ
ん
き
ー
ず
!
　
ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
(
第
3
期
募
集
)

ぜ
ん
息
の
お
子
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ

に
水
泳
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
1
7
年
1
月
1
9
日
～
3

月
2
3日
の
毎
週
水
曜
日
(
全
1
0回
)
、

午
後
3
時
3
0
分
～
5
時
3
0
分
場
所

=
千
住
温
水
プ
ー
ル

ー
ス
イ
ミ
ー

対
象
=
4
歳
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま

で
の
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
方

定
員
=

▽
未
就
学
児
・
:
1
5人

▽
小
・
中

学
生
:
3
5人

※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
今
ま
で
の
参
加
回
数
が
少
な

い
方
を
優
先
。
同
じ
回
数
の
場
合
は

先
着
順

募
集
期
間
=
‥
1
1
月
2
6日
～
1
9

一
月
2
日

申
込
=
電
話

申
・
問

先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
`
j

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
専

門
職
員
(
非
常
勤
)
募
集

職
種
=
看
護
師
勤
務
条
件
=
月
曜
～

金
曜
日
、
午
前
9
時
1
5
分
～
午
後

4
時
(
祝
日
は
除
く
)
雇
用
期
間
=

1
7
年
1
月
～
3
月
(
更
新
あ
り
)
報

酬
=
1
9万
1
千
円

募
集
人
数
=
I

人

選
考
=
書
類
お
よ
び
面
接

採

用
予
定
日
=
1
7年
1
月
1
日

申
込
=

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
、
資
格
証

明
書
(
写
し
)
を
郵
送

期
限
=
1
2

月
7
日
必
着

申
・
問
先
=
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

〒
1
2
1
・
0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

保
育
園
児
募
集

17

年
4

月

の

新

規

入

園

や

、

転

居

な

ど

に

よ

り

転

園

を

希

望

す

る

方

の

申

し

込

み

を
1
2

月
1

日

か

ら

受

け

付

け

ま

す

。

申

し

込

み

が

遅

れ

た

り

、

必

要

書

類

が

足

り

な

い

場

合

は

、1
7

年
4

月

入

園

の

対

象

に

な

り

ま

せ

ん

。

申

込

方

法

な

ど

、

く

わ

し

く

は
　

「
あ

だ

ち

広

報

‥
1
1
1
1

一
月
1
0

日

号

」
、
ま

た

は

区

・

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

問

先
=

入

園

事

務

係

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.

j
p
/
　

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

障害者週 間記念事業

障害者(児)文化祭

障害のある方が、日ごろの様々な活動や作品を発表
し ます。
□ 障害者作品展
日時=12月2日～9日、午前9時～午後6時場所=区役
所1 階区民ロビー 内容= 区内の障害者(児) の方の絵画
や陶芸作品ほか
□ 式典・舞台発表会とミニコンサード
日時=12 月2 日㈲、午前9 時45分開演
場所= 区役所庁舎 ホール 内容= 区内障
害者団体などの合唱、楽器演奏、舞踏ほか/
映画「盲導犬クイール」の主題歌を歌う

区内在住ソプラノ歌手、増田いずみ氏 の

ミニコンサード 定員=350 人( 先着順) l 　

- いずれも 一
申込= 当日直接会場へ 問先= 障害福祉

センター自立生活支援 室 　5681- 0132　　　　　

岡5681- 0137 ▲ 増田いずみ氏

区政モニターに聞きました
第2回区政モニターアンケート「消費者センターについて」集計結果

区内に消費者センターが開設されていることを
知っている方は、約3 人に2 人、知らない方は3 人
に1 人でした。さらに、利用した事がある方は、27, 6%

でした。利用内容は、消費生活相談や情報
資料室、消費者講座・教室などです。利用が無い方
は72, 4% と多いですが、各種講座や教室( 出前講
座) などがありますので、利用してください。
また、消費者センターへの相談が多い事柄のう

ち、知っているものについて質問したところ、マル
チ商法、架空請求、不当請求、キャッチセールス、
内職商法、点検商法などで80% を超える認知割合で
した。しかし、多くの人が知っていても被害は発生
しています。実際に自分か被害にあわないために
も、消費者センターを上手に利用してください( 3
面「不当・架空請求にご注意ください」記事参照)
第2 回区政モニターアンケート報告書は、区政情

報室、区内各図書館でご覧になれます。 問先= 広
聴相談係

12月 の献 血

皆さんのご協力をお願いします。
※受付時に運転免許証や保険証など、本人
確認ができるものを提示してください

12月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施術を

当番制で行っています。　 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9 時～午後5 時

健康カレンダー　12月の予定
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講
演
会
「
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト
ー
デ
ス

～
最
新
治
療
と

悪
化
を
防
ぐ
暮
ら
し
方
～
」

日
時
=
1
2月
1
3日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
患
者
と
そ

の
家
族
、
関
心
の
あ
る
方

講
師
=

橋
本
博
史
氏
(
順
天
堂
大
学
医
学
部

附
属
順
天
堂
医
院
膠
原
病
・
リ
ウ
マ

チ
内
科
教
授
)

定
員
=
6
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

「
毎
日
子
育
て
に
追
わ
れ
、
ち
ょ
っ

と
一
息
入
れ
た
い
≒
産
後
の
体
調
が

悪
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
が
つ
ら
い
」

な
ど
支
援
が
必
要
な
と
き
に
、
区
が

認
定
し
た
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ

ー
が
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
を
行
い

ま
す
。
ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、

区
が
委
託
す
る
事
業
者
が
、
話
を
聞

い
た
上
で
調
整
し
ま
す
。
利
用
日

時
=
毎
日
、
午
前
6
時
～
午
後
1
0
時
　

(年
末
年
始
を
除
く
)

対
象
=
小

学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭

内
容
=

一
時
保
育
/
病
後
児
保
育

(
医
師
の
証
明
が
必
要
)
/
産
前
(
6

週
間
前
か
ら
)
・
産
後
期
の
家
事
支
援

費
用
=
▽
年
間
登
録
料
・
:
2
千
4
0
0
円

▽
基
本
料
金
…
1
時
間
5
0
0
円
▽
基

本
外
料
金
(
午
前
6
時
～
8
時
、
午

後
6
時
～
1
0時
、
土
・
日
・
祝
日
)

…
1

時
間
8
0
0円

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
1

　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

調
理
師
業
務
従
事
者

は
届
出
が
必
要
で
す

調
理
師
法
に
よ
り
、
2
年
ご
と
に

従
事
状
況
を
届
け
出
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
期
間

=
1
7
年
1
月
1
日
～
1
5
日
対
象
=

都
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る

調
理
師

用
紙
配
布
・
問
先
=
足
立

保
健
所
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6

癶
j

中
途
聴
覚
障
害
者

セ
ミ
ナ
ー
開
催

日
時
=
1
2
月
1
6
日
困
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
で
、

耳
鳴
り
お
よ
び
難
聴
で
困
っ
て
い
る

方
と
そ
の
家
族

内
容
=
小
山
悟
氏

(こ
や
ま
耳
鼻
咽
喉
科
院
長
)
の
講

演
「
難
聴
を
伴
う
耳
鳴
り
の
お
は
な

し
」
/
参
加
者
同
士
の
交
流
会

※

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す

定
員
=
5
0人
程
度

申
込
=
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
(
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、

「
セ
ミ
ナ
ー
希
望
」
を
連
絡

場
・

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3

ク
』

隰
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

就労支援の
ための
訪問介護員養成

研
修
(
2級
)
/障害
者移
動
介
護
従
事

者
(
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
)
養
成
研
修

日
程
等
=
1
7
年
1
月
7
日
～
3
月
1
8

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
※
通

学
・
圖
時
間
コ
ー
ス

対
象
=
全
日

程
出
席
で
き
る
区
内
在
住
の
方
で
、

訪
問
介
護
員
と
し
て
働
く
意
志
の
あ

る
方

※
原
則
、
前
記
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
方
の
申
し
込
み

不
可

内
容
=
障
害
者
の
移
動
介
護

に
も
対
応
で
き
る
訪
問
介
護
員
を
育

成
し
ま
す
。
訪
問
介
護
員
2
級
・
視

覚
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者
・
全
身

性
障
害
者
移
動
介
護
従
事
者
の
3
つ

の
資
格
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
就
労

の
促
進
を
図
り
ま
す
定
員
=
4
0
人
　

(
作
文
に
よ
る
選
考
)
費
用
=
2

万
5
千
9
0
0
円
場
所
=
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
製
靴
研
修
室
(
千
住
関
屋
町
8
-

8
)

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送

※
用
紙
は
高
齢
サ
ー
ビ
ス

課
で
配
付

期
限
=
1
2
月
8
日
必
着

申
先
=
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

〒
1
7
0

・
0
0
0
5

豊
島
区
南
大
塚
2
-
3
3
-
1
0

東
京
労
働
会
館

(
5
9
7
8
)
2
1
8

″
D

問
先
亙
咼
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

家
族
向
け
精
神
保
健

福
祉
講
演
会

日
時
=
1
9
一
月
4
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
対
象
=
区
内

在
住
で
精
神
疾
患
が
あ
る
方
の
家
族

内
容
=
「
親
な
き
後
も
こ
れ
で
大
丈

夫～
地
域
で
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
～
」
講
師
=
斉
藤
広
生
氏
(
大
内

病
院
医
師
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

在宅介護支援センター 12 月の家族介護者教室

不
当
・
架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
携
帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
だ
け
で
勝

手
に
登
録
さ
れ
、
料
金
を
請
求
さ
れ

た
≒
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ

イ
ト
の
料
金
や
債
権
の
請
求
が
、
「

ガ
キ
・
E
メ
ー
ル
な
ど
で
送
ら
れ
て

く
る
」。
最
近
で
は
「
N
P
O

法
人
名

を
か
た
り
、
「
ガ
キ
で
放
置
自
転
車

の
処
理
費
用
を
請
求
さ
れ
た
」な
ど
、

架
空
・
不
当
請
求
の
相
談
が
た
く
さ

ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
業
者
は
手
口
も
巧
妙
で
、
行

政
や
弁
護
士
の
名
を
か
た
り
、「
債
権

を
譲
り
受
け
た
」
な
ど
と
偽
り
請
求

し
て
き
ま
す
。ま
た
、支
払
わ
な
い
と

き
は
「
自
宅
や
職
場
に
回
収
に
行
く
」

「
身
近
な
親
族
に
危
害
が
及
ぶ
」な
ど

と
脅
し
の
言
葉
も
使
い
ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス

□
架
空
・
不
当
請
求
さ
れ
た
場
合

▽
身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
は
無

視
し
、
支
払
わ
な
い

一
度
で
も
支
払
っ
て
し
ま
う
と
相

手
に
つ
け
こ
ま
れ
、
次
か
ら
次
へ
と

請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
自
分
か
ら
連
絡
を
し
な
い

架
空
請
求
は
お
金
を
支
払
わ
せ
る

こ
と
が
目
的
な
の
で
、
ま
と
も
な
話

し
合
い
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
連
絡
す

る
と
逆
に
脅
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

▽
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
な
ど
の

個
人
情
報
を
知
ら
せ
な
い

個
人
情
報
を
知
ら
せ
る
と
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
基
に
、
も
っ
と
巧
み
な

請
求
を
さ
れ
る
結
果
に
な
り
ま
す
。

架
空
・
不
当
請
求
で
不
安
を
感
じ

た
ら
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
、
危
険
・

危
害
を
感
じ
た
ら
最
寄
り
の
警
察
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
携
帯
電
話
利
用
時
の
注
意

▽
E
メ
ー
ル
に
載
っ
て
い
る
見
知
ら

ぬ
ア
ド
レ
ス
に
は
、
不
用
意
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い

▽
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
と
き
は

規
約
を
確
認
し
、
サ
イ
ト
名
な
ど

も
記
録
し
て
お
く

意
図
せ
ず
ア
ク
セ
ス
し
、
請
求
を

受
け
た
場
合
で
も
、
契
約
が
成
立
し

て
お
ら
ず
、
支
払
わ
な
く
て
良
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
消
費

者
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

□
裁
判
所
を
か
た
っ
た
架
空
・
不
当

請
求
へ
の
対
応

裁
判
所
か
ら
通
知
が
来
た
と
き

は
、
弁
護
士
や
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
相
談
は
ま
ず
電
話
で

消
費
者
相
談
は
電
話
で
情
報
を
交

換
し
な
が
ら
、
経
過
の
確
認
や
解
決

方
法
を
検
討
し
ま
す
。
事
前
の
相
談

な
し
に
来
所
し
て
も
、
資
料
不
足
な

ど
に
よ
り
相
談
が
進
み
ま
せ
ん
。
ま

た
、
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
・
手
紙

に
よ
る
相
談
は
、
相
談
者
か
ら
の
一

方
的
な
説
明
に
な
り
が
ち
で
、
解
決

の
た
め
の
十
分
な
情
報
が
な
く
、
再

度
電
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

相
談
日
時
=
月
曜
～
金
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
4
時
4
5分
(
祝
日

を
除
く
)

相
談
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー
相
談
専
用
電
話

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

宿泊施設インフォメーション
□ 17年2 月分の利用案内
申込=区民事務所・公社の各窓
口で無料配布する、各宿泊施設
あて専用申込ハガキに必要事項
を記入し、50円切手を貼り郵送
期間=12月1日～10日消印有効　

( 12月15日に抽選後、結果を宿
泊施設から発送) 当選者受付=12

月25日までに宿泊施設に予

約確定の電話をしてください。
この期間を過ぎると、当選は取
り消されます 受付時間等= 表2

※ 以前の申し込みハガキ
( 未使用のもの) をお持ちの方
は、公社各窓口で現品と引き換
えに払い戻します。印鑑を持参
してください( スタンプ印不可)
□ 予約の変更・取り消し

直接宿泊施設へ連絡してくだ

さい。 増員… 部屋の定員を

超える増員はで きません 取

り消し・減員… 利用初日の2 日

前まではキャンセル料なし。前

日お よび当日以降は、宿泊料金

全額がキャンセル料 となります

□ 料金の支払い

チェックアウト時に現地で支

払ってください。

□ 空き室の利用《17年2 月分》

抽選後 の空 き室 の申し込 み

は、17年1 月1 日から( 鹿沼、鋸

南は1月4 日から) 直接希望の施

設で電話受け付けをします。

受付時間等= 表2

□ 保養所( 湯河原、那須) の団

体利用募集( 17 年4 月分)

利用日など、くわしくはお問

い合 わせください。

表2　 宿泊施設17 年2 月利用分

※ 利用申し込みは2 人以上。1施設に対して、1グループにつき八
ガキ1 枚でお願いします

※ 鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンターは、学校の利
用が優先されるため、空室が少ない場合があります。くわしくは、
各施設にお問い合わせください
※ 日光林間学園は、11月～17年2月末まで休館します

宿泊に関するお問い合わせ・・・各施設予約電話( 表3)
団体利用のお問い合わせ・・・地域支援課振興係

3880- 5855



2004年( 平成16年) 11 月25日 あ だ ち 広 報 第1421号 ( 4)( 5)

学
力
向
上
推
進
会
議
が
「
緊
急
提
言
」
を
ま
と
め
ま
し
た

学
力
向
上
に
向
け
て

「
人

間

力

」
に

つ

な

が

る

「
学
力

」
を
育
み
ま
す

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
学
力
向
上
推
進
会
議
が
、「
緊
急
提
言
」
を
ま
と
め
ま

し
た
。区
基
本
構
想
の
将
来
像
に
あ
る
「
人
間
力
」
を
育
む
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
、
区
の
子
ど
も
た
ち
の

進
む
べ
き
方
向
性
と
し
て
「
学
力
」
の
定
着
を
基
盤
と
し
た
「
人
間
力
向
上
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

「
人
間
力
」
の
基
盤
と
な
る
「
学
力
向
上
」

区
で
は
、
提
案
を
受
け
、
教
科
の

「
学
力
」
の
定
着
を
基
盤
と
し
て
、

学
力
を
支
え
る
力
を
総
合
的
か
つ
関

連
的
に
と
ら
え
た
「
人
間
の
総
合
力

と
し
て
の
力
」
で
あ
る
「
人
間
力
」

の
向
上
を
め
ざ
し
た
計
画
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
提
言
内
容
に
つ

い
て
は
早
期
に
取
り
組
め
る
具
体
的

な
も
の
か
ら
着
手
し
、
緊
急
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
が
取
り
組
む
こ
と

教
科
学
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
指

導
の
工
夫
・
充
実
を
図
り
、
学
校
の

教
育
力
の
向
上
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

家
庭
・
地
域
の
取
り
組
み

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
生
活
の

リ
ズ
ム
づ
く
り
や
家
庭
学
習
の
習
慣

化
を
図
る
な
ど
、
学
力
向
上
に
か
か

わ
る
教
育
活
動
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
働
き
か
け
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

三
位
一
体
に
よ
る

「
人
間
力
」
の
向
上

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
位
一
体

の
教
育
環
境
の
中
で
、子
ど
も
の
「
人

間
力
」
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

成
長
し
続
け
る
教
育
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

提
言
を
受
け
て
の
緊
急
対
策

区
が
め
ざ
す
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
総
合
力
で
進
め
る
教
育
活
動
の
実

現
の
た
め
、
提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た

提
案
の
中
か
ら
、
特
に
3
つ
の
対
策

を
早
急
に
行
い
ま
す
(
図
1
)
。

そ
の
ほ
か
の
緊
急
提
言
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
「
学
力
向
上
に
関
す
る
総
合
調
査
」

の
継
続
実
施

▽
コ
ア
ス
ク
ー
ル
(
先
進
的
に
教
育

課
題
に
取
り
組
む
区
の
中
心
的
学

校
)
設
置
に
よ
る
調
査
・
研
究
活

動
の
充
実

▽
教
員
の
指
導
力
の
向
上

▽
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
強
化
な
ど

緊急
対策

ス テ ッ プ ア ッ プ

講師制度
少人数指導などで 学校の授業を充 実します

ステップアップ講師制度の概要
区では17年 度から、区内小・中学校の児 童・生徒の学力を向上させるため、

ステップアップ講師を配置します。18年度までに全 校に配置する計画です。

一斉授業

少人数指導

少人数指導では、理解や技
能の習熟度といった点で、差
のつ きやすいと思われる教
科を中心に、少人数の学習集
団を編成して指導します

個々のペース
に応じた授業

グ
ル
ー
プ
A

グ
ル
ー
プ
B

児童・生徒は、理解度や
習熟の程度によって、自
分に合ったグループを
選択します
ステップアップ講師が、
児童・生徒の個性に応
じたきめ細かい指導を
します特微

授業の充実… 授業を児童・生徒に分かりやすくするため、指導形態を改
善した少人数指導などの授業を行います
学校ごとに特色ある授業展開… 学校の現状に応じた、特色ある授業を
計画し、効果的に展開します
効果測定… 3 年ごとに効果を確認し、授業の計画を見直していきます

図1　 提言を受けての緊急対策

教員免許をいかしませんか?

ステップアップ講師
の募集

1
7年
度
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
、非
常
勤
講

師
と
し
て
勤
務
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
=
6
5歳
未
満
で
、
小
学
校
全
科
ま
た
は
中
学
校

数
学
、英
語
、国
語
、理
科
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免

許
の
保
有
者

勤
務
内
容
=
小
・
中
学
校
の
教
科

指
導

雇
用
期
間
=
1
8年
3

月
3
1日
ま
で
の
約
1

年
(
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
可
)

勤
務
時
間
=

週
1
9時
間
以
下
(
勤
務
校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

報
酬
=
時
給
2
千
5
0
0円(
交
通
費
別
途
支
給
)

勤
務
条
件
=
年
次
有
給
休
暇
有
り

採
用
ま
で

の
手
順
=
①
選
考
に
よ
り
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載

②
名
簿
登
載
者
の
中
か
ら
採
用
予
定
校

に
紹
介

③
学

校
長

面

接

④
採

用

決
定

※

名

簿
に
登

載
さ
れ
て
も

学
校

長

面
接

に
至

ら
な
い

場

合

も
あ
り

ま
す

名

簿

登

載

期
間
=
1
8
年
3

月
3
1
日
ま
で

採

用

予

定

日
=
1
7
年
4

月

中

申

込
=
所
定
の
申
込

用

紙
を
郵

送
ま
た
は
持

参

※
申

込
用

紙
は
教

職
員

係
で
配
付

。区

・
ホ
ー
ム
ベ

ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

期
限
=
1
2

月
2
0
日
必

着

申
・
問

先
=
教

職

員
係

干
1
2
0・
8
5
1
0

中
m
(
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

緊 急
対策

大 学 生 ボ ラ ン ティ ア・

地域の力 で学 校支 援

区では、子ども一人ひとりの基礎的・基本的な学力の定
着、個性に応じたきめ細かな教育を進めるために、授業の
充実、放課後補充教室などに取り組んでいます。
さらに教育活動の質的向上と充実のために、地域の方
たちの支援に加え、大学生ボランティアなどの協力による
学校支援のための仕組みを充実させます。
内容
各学校の希望に基づき、学校の学習活動を支援する大
学生ボランティアや地域の方などの情報収集と提供
登録した大学生ボランティアなどによる教員の指導補
助など、学校教育活動支援の充実

学校支援大学生ボラ

ンティアを募集中

今 回の募集対象は教職課程を履修している

方です。くわしくは、お問い合わせください 問先=

生涯学習課 学習推進係 　3880- 5987

「 学 力 向 上 」

緊急対策
質の高い授業二を進 めるた

めの 「ステップア ップ 講

師」(非常勤講 師) の配置

放課後 の補充 教室 などを

充 実させるための大学生

ボランティ ア・地域人材
などによる学校教育活動

支援

今 力 向 上 の基 盤 とな る・

「家庭教育の充実」を目的

とし た「開かれた学 校づ

くり協議会」への「( 仮称)

家 庭教育部会」 の設 置

緊急
対 策

地域ぐるみで「家庭教育の充 実 」
～「開かれた学校づくり協議会」に

「(仮称)家庭教育部会」を設置～

子どもたちには、自律して、積極 的に意欲を持って行

動する力が求められています。子どもの意欲や好奇心

を伸ばし、育てる大きな支えとして、基本的生活習慣を

確立する家庭の役 割はとても大きいものです。

家庭教育の充実を図るためには、個 々の家 庭のみに

とどまらず、学校・家庭・地域が連携して目標に取り組

むことが必要です。

今後、「開かれた学校づくり協議会」に、「( 仮称) 家庭

教育部会」の設置を促し、学 校・家 庭と連携した啓発 ・PR

など、家 庭の教育力 の向上への具体的な支援をし

ます。

実践モデル( 16 年度現在)
綾瀬小学校、扇小学校、鹿浜小学校、花畑第一小学校

子ども

学

校

家

庭
地

域
区

▲ 区を土台に学校・家庭・地域の三位
一体で、子どもの力を花開かせます

「学力向上に関する
総合 調査 」の結果

学力定着度調査や意識調
査の結果を分析し、区全体
の傾向や課題把握ができる
ような情報を12月中に区・ホ
ームページ上で公表する予
定です。

学力向上施策についての
お問い合わせは、教育改革
推進課推進係へ

3880- 5981

「エイズ」エイズに関する相談は各保健総合センターヘ
( 2 面「健康カレンダー」参照)

もしや? と思ったら相談や検査を!
「もしかしたら? 」と少しでも気になる方は、相談や検査を受けましょう。エ
イズの相談や検査は保健所で匿名・無料で受けられ、相談や検査結果などの秘
密は必ず守られます。
エイズは発見が早ければ、適切な治療により発症を遅らせることができます。
また、コンドームを正しく使用することにより、エイズに加えて、その他の性
感染症を予防することができます。

HI V 抗体検査の流れ

1. 保健所へ電話で予約をする
感染の可能性があってから、3ヵ月以上経
って検査を受けてください。 ※ 検査は匿名
で、プライバシーは守られます

2. 予約 し た日時 に検査を受 け る

5CC 程度の採血をし ます。 ※ 検査は無料
です

3. 指定された日時に検査結果を聞きに行く
結果が出るまでは2 週間程度かかります。検査
結果によって、専門医のカウンセリングを受け、
必要に応じて医療機関を紹介します。

HI V
抗体検査

日時=毎月第2・4木曜日、午後1時30分～2時30分受け付け
場・申・問先= 中央本町保健総合センター 　3880- 5351
※ 平日夜間検査は、都・南新宿検査・相談室へ( 要電話予約)

3377- 0811
HI V 検査・相談マップ情報 　ht t p: / /www. hi vkensa. com

11月16日～12月15日は、
都エイズ予防月間です

都内のHI V 感染者・エイズ患者報告数は、1
日1 人以上のペ ースで増えています。8月31
日現在で294件の報告があり、このままでい

くと、今年は過去最高に達すると考えられま
す。特に30歳代の日本国籍男性では、都への
報告数を同年代の人口と比較すると、約1, 000
人に1 人という状況が目前となっており、エ
イズはもう身近な問題です。

36時間エイズ電話相談

世界エイズデー( 12月1日) に合わせ
て、「HI Vと人権・情報センター( N
PO) 」がエイズ電話相談を行います。
日時=11月27日午前10時～28日午後10
時( 36 時 間) 問先= フリーダイヤル

0120- 545036
(上記電話がっながらない場合) 　3292- 9090
英語相談( Engl i sh) 　5259- 0256

活
力
あ
る
『あ
だ
ち
』に
向
け
て

竹
の
塚
新
時
代
到
来

～
再
開
発
ビ
ル
の
名
称
決
定
～

「
エ
ミ
エ
ル
タ
ワ
ー
竹
の
塚
」

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
の
再
開
発
ビ
ル
の
名
称
が

決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
1
6
8
件
の

中
か
ら
選
考
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は

高
野
み
ゆ
き
さ
ん
(
関
原
在
住
)
の

案
「
エ
ミ
エ
ル
タ
ワ
ー
竹
の
塚
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
秀
賞
に
は
「
イ
コ
ー
レ

タ
ワ
ー
竹
の
塚
」
と
「
ノ
ー
ス
ラ
イ

ト
タ
ワ
ー
竹
の
塚
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

「
エ
ミ
エ
ル
」
と
は

エ
ミ
エ
ル
と
は
、「
ほ
ほ
笑
み

を
得
る
」
を
短
縮
し
た
造
語
で

す
。
地
域
の
人
々
に
、「
ほ
ほ
笑

み
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

北
の
「
あ
だ
ち
の
顔
」
が

1
7年
3
月
に
完
成
し
ま
す

現
在
、施
行
中
の
再
開
発
事
業
は
、

建
築
工
事
お
よ
び
周
辺
道
路
工
事
も

順
調
に
進
み
、
1
7年
3
月
に
完
了
す

る
予
定
で
す
。

エ
ミ
エ
ル
タ
ワ
ー
竹
の
塚
概
要

地
上
2
7階
・
地
下
1
階
建
て
で
す
。

1
階
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

地
権
者
店
舗
、
公
共
駐
輪
場
。
2
階

は
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
竹

の
塚
休
日
応
急
診
療
所
、
休
日
応
急

歯
科
診
療
所

。
3
・
4
階
は
公
共
駐

車
場
。
5
階
か
ら
2
7階
は
聊
尸
の
住

宅
で
、
地
下
1
階
は
居
住
者
用
駐
車

場
に
な
り
ま
す
。

公

共

施

設

地
区

東
側

の
東

武
伊

勢
崎

線
沿

い

に
道

路

が
新

設

さ
れ

ま
す

。
周

囲
の

道

路

は
す

べ
て
拡

幅

さ
れ

、
歩
道

も

整

備

さ
れ
ま

す

。
地
区

内

に
は
広

場

と

緑

地
も
設

け
ら

れ

、
ゆ
と

り

あ
る

生
活

空
間

が
誕
生

し
ま

す
(

図
2
)

。

問

先
=

区

・
再

開

発
調

整
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
8

竹

ノ
塚

駅
西

口
南

地
区

市
街

地
再

開

発
組

合
(
3
8
5
7
)
8
6
2
3

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
組
合
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た2月

に
「
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
施

行
者
で
あ
る
北
千
住
駅
西
口
地
区
市

街
地
再
開
発
組
合
が
、
多
年
に
わ
た

る
功
労
を
た
た
え
ら
れ
、
国
土
交
通

大
臣
表
彰
、
東
京
都
知
事
感
謝
状
、

㈱
全
国
心
街
地
再
開
発
協
会
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
問
先
=
都
市
開

発
課
再
開
発
計
画

(
3
8
8
0
)
5
9
3
9

図2　 エミエルタワー竹の塚周辺紙
門
松
を

配
布
し
ま
す

生
活
の
合
理
化
運
動
の
一
環
と
し

て
、
1
9一月
上
旬
か
ら
、
町
会
・
自
治

会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
紙
門
松
を
配

布
し
ま
す
。
※
配
布
さ
れ
な
い
場

合
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い

問
先
=
あ
し
た

の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会
事
務

局
(
地
域
支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

足
立
区
自
治
基
本
条
例
(
素
案
)
要
綱
に
つ
い
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
公

表
し
ま
す
。
意
見
の
要
旨
と
そ
れ
に

対
す
る
区
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
報

告
書
は
、
総
務
課
窓
口
で
配
付
、
ま

た
は
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。
結
果
等
=
▽
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
受
付
期
間
…
8

月
2
5
日
～
1
0
月
1
9
一
日
▽
結
果
公
表

日
…
1
1月
2
5日

▽
意
見
提
出
人
数
:
2
4

人
(
郵
送
6
人

、
E
メ
ー
ル
4

人
、フ
ァ
ク
ス
7
人
、そ
の
他
7
人
)

▽
意
見
の
分
類
な
ど
・
:表
1

問
先
=

法
規
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
1

表1　 自治基本条例(素案)要綱へ
の皆さんの意見の分類と件数

※ 意見の総件数は73件、類似
の意見は1 件としています

ぷ

ら
っ

と

て
く
て
く

新
線
ま
ち
め
ぐ
り

日
暮
里
・
舎
人
線
《
(仮
称
)上
沼
田
東
公
園
駅
》

日
暮
里
・
舎
人
線
の
(
仮
称
)
上

沼
田
東
公
園
駅
は
、
全
1
3駅
の
中
で

最
初
に
駅
舎
工
事
が
始
ま
り
、
1
9年

度
の
開
通
に
向
け
て
順
調
に
工
事
が

逕
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
名
が
示
す
と
お
り
、
駅
の
す
ぐ

西
側
に
は
区
立
上
沼
田
東
公
園
が
あ

り
ま
す
。周
囲
に
い
く
つ
か
の
公
園

が
あ
る
中
、
こ
の
公
園
に
は
一
際
多

く
の
方
が
足
を
運
び
ま
す
。

こ
の
公
園
に
は
、
1
万
6
千
㎡
以

上
の
面
積
の
中
に
野
球
場
1
面
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
2
面
、
遊
具
の
ほ
か
、

野
球
場
の
周
り
を
囲
む
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
も
あ
り
、
楽
し
く
扞
を
流
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
こ
の
時
期
、
公
園
内
で
は
秋

の
穏
や
か
な
陽
射
し
の
中
で
咲
く
、

十
月
サ
ク
ラ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
十
月
サ
ク
ラ
は
、
公
園
を
出
て

す
ぐ
入
口
が
あ
る
江
北
北
部
緑
道
公

園
沿
い
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。新

線
の
開
通
後
、
人
々
が
ス
ポ
ー

ツ
や
サ
ク
ラ
を
楽
し
む
横
を
新
線
が

通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
光
景
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

《
広
報
係
》

野
球
場
の
脇
に
咲
く
十
月
サ
ク
ラ
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
11月26 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

・ 畢 陬 ・4( ● 七遷 卿凋 葷

争 轢 躑40 申k, 価 耡轢 厩

・ 繼 りI ・鯊 離( O 軅 秀

癬 し 驫 嘛 鏑い 廊4 齒 ね 嚇 先

争 麌 羶の 圖 幽の 齟い 龜 瘴康 蚰斜・a
・一・

・圃 舛 市 ー ム ペ4 粐 ア 骭鈩 羃
・i 口 鰰t メ

ごや庫7 黔鈩x

国
民
健
康
保
険
料
の
納

付
書
は
届
き
ま
し
た
か

H
月
納
期
分
～
1
7
年
3
月
納
期
分

の
納
付
書
を
、
H
月
1
8日
に
送
付
し

ま
し
た
。
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月

末
日
で
す
。
1
2月
納
期
分
は
1
月
4

日
に
な
り
ま
す
。
※
1
6年
度
分
を

支
払
い
済
み
の
方
お
よ
び
口
座
振
り

替
え
の
方
は
国
保
だ
よ
り
の
み
を
送

付

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦

課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

退
職
者
医
療
制
度
へ

の
切
り
替
え
を

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し

、
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
7
5歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養

者
の
方
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
老
人
保
健
の
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
)
。

な
お
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
自

己
負
担
割
合
は
、
1
5年
4
月
か
ら
3

歳
以
上
7
0歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
3

割
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
申
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区
民
事

務
所

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格

賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

区
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
人
材
情
報
・
サ
ー
ク
ル
情

報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

し
て
い
る
「
足
立
区
生
涯
学
習
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
」
が
、
1
2月
1
日
か

ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

検
索
機
能
の
向
上
や
、
必
要
な
情

報
へ
た
ど
り
着
き
や
す
い
簡
単
な
ぺ
L

ン
構
成
に
配
慮
し
、
だ
れ
も
が
使

い
や
す
く
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
と
お
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ア

ド

レ

ス

が

変

わ
り

ま

す

。

問

先
=

学
習

推
進

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
o
u
s
y
a
.
j
p
/

m
a
n
a
b
i
/
(
1
2

月
1

日

か

ら
)

集
団
回
収
で

資
源
を
い
か
そ
う

集
団
回
収
は
、
家
庭
か
ら
出
る
新

聞
・
雑
誌
や
空
き
缶
な
ど
の
資
源
を

有
効
活
用
す
る
優
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
で
す
。
各
団
体
の
積
極
的

な
活
動
に
よ
り
、
回
収
量
も
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
1
4年
か
ら
1
5

年
に
か
け
て
は
約
千
t
増
加
し
ま
し

た
(
図
1
)
。

集
団
回
収
を
始
め
た
い
方
へ

1
0世
帯
以
上
の
団
体
を
作
り
、
回

収
日
時
や
回
収
品
目
な
ど
を
業
者
と

相
談
し
て
決
定
後
、
区
へ
登
録
し
ま

す
。
回
収
量
に
応
じ
て
、
区
か
ら
1

㎏
あ
た
り
6
円
の
報
奨
金
を
支
給
し

ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
ハ
ブ
倉
庫
、
運

搬
台
車
、
空
き
缶
プ
レ
ス
機
な
ど
も

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

図1　 集団回収量の推移
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
ロ
ッ
カ
ー

利
用
団
体
を
募
集
し
ま
す

貸
出
期
間
=
1
7
年
1
月
～
6
月
対

象
=
N
P
O

活
動
団
体

貸
出
内
容

等
=
▽
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
:
4
8個

▽
ロ
ッ
カ
ー
・
:
3
2個

※
い
ず
れ
も

先
着
順
。
ロ
ッ
カ
ー
の
み
費
用
が
月
1
0
0

円

申
込
=
窓
口

※
申
し
込
み

の
際
に
、
団
体
の
活
動
状
況
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す
申
込
期
間
=
1
2
月

1
日
～
2
8
日
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

都
市
計
画
を
縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
案

内
容
=
▽
東
京
都
市
計
画
道
路
の
変

更
・
:区
域
は
西
新
井
栄
町
一
丁
目
お

よ
び
西
新
井
栄
町
二
丁
目
各
地
内

▽
東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

…
区
域
は
扇
一
丁
目
、
扇
三
丁
目
、

本
木
一
丁
目
、
本
木
二
丁
目
、
本
木

北
町
、
本
木
東
町
お
よ
び
本
木
南
町

各
地
内
公
告
日
=
1
1
月
2
6
日
縦

覧
・
意
見
書
提
出
期
間
=
‥
1
1
月
2
6
日
～

1
9一月
1
0日

都
市
計
画
原
案

内
容
等
=
表
3
公
告
日
=
1
2
月
6

日
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
=
1
2

月
7
日
～
2
7
日

ー

い
ず
れ
も
ー

縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
・
問
先
=

都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

表3　 都市計画原案の地区一覧 雨
水
利
用
タ
ン
ク
設
置
の
補
助
金

雨
水
を
無
駄
に
せ
ず
有
効
利
用
す

る
た
め
、
小
型
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

を
設
置
す
る
と
き
に
、
補
助
金
を
利

用
で
き
ま
す
。
雨
水
は
、
植
木
へ
の

散
水
、
庭
や
道
路
へ
の
打
ち
水
、
洗

車
な
ど
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約

し
、
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る

様
々
な
使
い
方
が
で
き
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
環
境
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

1
6年
第
4
回
区
議
会
定
例
会

第
4
回
区
議
会
定
例
会
を
開
会
し

ま
す
。

本
会
議
・
委
員
会
の
傍
聴
は
、
区

議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
開
会
予
定
の
1
時
間
前
か
ら
整

理
券
を
発
行
し
、
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
3
0分
前
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。

日
程
等
=
表
I

問
先
=
区
議
会
事

務
局
議
事
係

(
3
8
8
0
)
5
7
9
7

表1　 第4 回区議会定例会日程

※ 日程は予告なく変更する場合があります。
お問い合わせください

三宅島帰島支援のための義援金の募集

三宅村は、17年2 月ごろに避難指示を解除する方針を
発表しました。
都は「東京都三宅村帰島支援対策本部」を設け、義援
金の募集をしています。三宅村民の生活再建に向けた厳
しい状況を理解していただき、義援金の協力をお願いし
ます。 義援金振込先等= 表2 問先= 都・福祉保健局国
民健康保険課 　5320- 4164
区 、地域支援課振興係 　3880- 5855

表2　 義援金振込先

※郵便局およびみずほ銀行本支店における「窓口取り扱い」には、
振込手数料は掛かりません
※ (財)東京善意銀行に関するお問い合わせは、　3235- 1161
※最終的に一つの義援金として取りまとめられます

お休みします
庁舎ホール・駐車場・展望レストラ
ン・区民ロビー
12月11日は、衛生害虫駆除のため、
区役所全館を閉館します。当日は、庁
舎ホール・区民ロビー・駐車場・展望
レストランも利用できません。 ※ 展
望レストランは、毎月第2 土・日曜日
は定休日のため、12日も休みます 問
先= 庁舎管理課設備 　3880- 5827
図書館臨時休館のお知らせ
館内消毒や防災点検などのため、一
部の図書館が臨時休館となります( 表4)
。開館中の図書館をご利用くださ

い。 問先= 中央図書館 　5813- 3740
表4　12 月の臨時休館日一覧

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは
11月26 日
から受け付け

光
の
祭
典
2
0
0
4
「
納
め
の
大

師
と
区
内
天
然
温
泉
ツ
ア
ー
」

日
時
・
場
所
等
=
1
2
月
2
1
日
㈹
、
午

後
1
時
(
竹
ノ
塚
駅
東
口
集
合
)
※

観
光
協
会
の
旗
が
目
印
対
象
=
観

光
協
会
会
員
と
そ
の
家
族
お
よ
び
区

内
在
住
の
方
内
容
=
案
内
ガ
イ
ド

と
一
緒
に
、
竹
の
塚
、
西
新
井
の
名

所
旧
跡
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
(
約
2
。
5
に
m
)

～
納
め
の
大
師
の
見
学
～
(
バ
ス
)

～
区
内
天
然
温
泉
(
大
谷
田
)
で
入

浴
～
光
の
祭
典
会
場
(
元
溯
江
公
園
)

を
散
策

※
雨
天
決
行

定
員
=
4
0

人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=
▽
観
光
協

会
会
員
…
千
5
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:

千
7
0
0円

▽
一
般
…
2
千
円

※
い

ず
れ
も
保
険
料
込
み

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
会
員
・
家

族
・
一
般
の
別
、「
納
め
の
大
師
希
望
」

を
明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
。
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
1
2

月
6
日
必
着

申
・
問
先
=
観

光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・

8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

「
税
に
関
す
る
作
文
」の
展
示

区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
し
て
足

立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

が
募
集
し
た
「
税
に
関
す
る
作
文
」

の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
日

程
・
場
所
=
▽
1
2
月
1
2
日
～
1
5
日
…

区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

▽
1
6日

～
2
2日
…
区
役
所
I
階
区
民
ギ
ャ
ラ

・
優
秀
作
品
(
敬
称
略
)

▽
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
…
横

山
愛
海
(
六
月
中
)
/

三
浦
雅
美

(第
十
二
中
)
/
石
田
真
子
(
千
寿

青
葉
中
)
/
大
野
美
加
子
(
渕
江
中
)
/

鈴
木
美
保
子
(
六
月
中
)

▽
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
…

真
瀬
絵
美
(
第
十
四
中
)
/
多
田
彩

花
(
第
十
四
中
)
/
高
橋
昌
子
(
伊

興
中
)
/
海
老
原
彩
奈
(
第
十
四
中
)
/

中
江
彩
香
(
第
四
中
)
/
宮
沢
玲

(第
十
四
中
)

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
納
税
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0
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第
1
2回
マ
イ
タ
ウ
ン

就
職
面
接
会

足
立
・
荒
川
区
内
の
企
業
約
2
5
社

が
参
加
し
、
そ
の
場
で
人
事
担
当
者

と
面
接
が
で
き
ま
す
。
日
時
=
1
2

月
2
日
㈲
、
午
後
1
時
～
4
時
(
受

け
付
け
は
午
後
O
時
3
0分
か
ら
)

場
所
=
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ホ

テ
ル
ラ
ン
ク
ウ
ッ
ド
4
階
(
荒
川
区

東
日
暮
里
5
-
5
0
-
5
)

※
何
社

で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、
複
数
の

履
歴
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

問

先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整

部
門

　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

区
・
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

介
護
保
険
料
の
出
張
納
付
相
談

介
護
保
険
制
度
は
、
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
滞
納
し
て
い
た

期
間
に
応
じ
て
、
保
険
給
付
が
制
限

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護

保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
事
務
所
で
介
護
保
険
料
の
納
付

相
談
を
行
い
ま
す
。
対
象
=
6
5歳

以
上
の
区
民

日
程
等
=
表
5

問

先
=
介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

表5　 介護保険料の出張納付相談
日程等

※ いずれも時間は、午前9時20分～正午、
および午後1時～4時

リ
ユ
ー
ス
ま
つ
り

日
時
=
1
2
月
1
2
日
剛
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

場
所
=
あ
だ
ち
再
生
館

リ
サ
イ
ク
ル
エ
房
(
東
伊
興
I
-
6
-
1
2
)

内
容
=
再
活
用
小
型
家
具

の
抽
選
会
、
地
場
野
菜
の
格
安
販
売

な
ど
楽
し
さ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ま
っ

り・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
1
2
月
1
2
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
(
雨
天
中
止
)

対
象
=
区

内
在
住
の
1
8歳
以
上
の
方
(
出
店
物

品
の
販
売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し

て
い
る
方
は
不
可
)

募
集
区
画
=
2
0

区
画
(
抽
選
)

※
1
区
画
2
。
5
m
x
4
m

程
度

出
店
料
=
5
0
0円

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
主
な
出

品
物
を
明
記

※
飲
食
物
、
薬
品
、

ペ
ッ
ト
な
ど
品
質
保
証
の
で
き
な
い

も
の
は
販
売
不
可

期
限
=
1
2月
2

日
必
着

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜

日
休
館
)

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本

町
2
-
9
-
I

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

青
色
申
告
決
算
説
明
会

所
得
税
の
「
青
色
申
告
決
算
書
の

作
成
」
や
「
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
程
等
=
表
6

問

先
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

区
・
課
税
第
丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1
・
0

表8　 青色決算説明会日程等

※ いずれも時間は、午後1時30分～4時30分
※ 車での来場はご遠慮ください

バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ナ
ー
養
成

講
座
・
入
門
編
(
2
日
制
)

区
内
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
花
が
咲

き
、
チ
ョ
ウ
が
舞
う
環
境
を
皆
さ
ん

と
共
に
作
る
「
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ

ン
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
時

=
1
7
年
2
月
5
日
出
・
1
9
日
圉
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
=

▽
5
日
・
:生
物
園

▽
1
9日
…
平
野

住
区
セ
ン
タ
ー

対
象
=
小
学
生
以

上

※
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

内
容
=
身
近
な
チ
ョ
ウ
や
植

物
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
バ
タ
フ

ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
を
作
る
人
(
バ
タ
フ

ラ
イ
ガ
ー
デ
ナ
ー
)
に
な
る
た
め
の

植
物
の
植
え
方
・
選
び
方
ほ
か

▽
5

日
…
講
義
/
生
物
園
見
学

▽
1
9

日
…
講
義
/
実
習

※
全
日
程
受
講

者
に
は
修
了
証
を
交
付

定
員
=
3
0

人
程
度
(
先
着
順
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
参
加
希
望
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
1
9一月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
=
公
園
事
業
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
9

働
く
女
性
の
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

日
程
等
=
表
7

場
所
=
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
女
性
で
パ
ソ
コ
ン
操
作

(ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
)
が
で
き
る

方

講
師
―
巳
A
乱
O
ネ
ッ
ト
専
任

講
師

定
員
=
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
2

千
1
0
0円(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募
動
機

を
明
記

期
限
=
1
2月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表7　 働く女性のためのスキルアップ講座日程等

※ いずれも時間は、午前10時～午後5時

第
1
4回
プ
チ
展
示
「
古
墳

時
代
の
井
戸
の
祭
り
」

日
時
=
1
1月
2
7日
～
1
7年
1
月
3
0

日
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
4

時

※
1
2月
2
8日
～
1
7年
1
月
4
日

の
休
館
日
を
除
き
、
土
・
日

。祝
日

も
開
館

内
容
=
伊
興
遺
跡
・
舎
人

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
井
戸
祭
祀
遺

物
を
中
心
に
、
出
土
の
状
況
や
ほ
か

の
祭
祀
遺
物
も
展
示

場
・
問
先
=

伊
興
遺
跡
公
園
展
示
館

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

区
民
教
養
講
座
「
幕

末
の
千
住
宿
」

日
時
=
1
2
月
H
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ

ー

講
師
=
郷
土
博
物
館
学
芸
員

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
入
り

口
で
午
後
1
時
か
ら
資
料
提
供
(
先

着
8
0人
)

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク

ふ
れ
あ
い
G
O
!
　
G
O
!

東
京
武
道
館

日
時
=
1
7
年
1
月
7
日
面
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0
分
場
所
=
東
京

武
道
館
(
綾
瀬
3
-
2
0
-
I
)

対
象
=

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員
=

▽
段
位
認
定
部
門
・
:千
人

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
…
小
・
中
学

生
有
段
者
各
3
2人

▽
入
門
教
室
…
1
0
0

人

※
い
ず
れ
も
先
着
順

費
用
=

千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
参

加
希
望
コ
ー
ス
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

現
在
の
棋
力
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
学

校
・
学
年
を
明
記

期
限
=
1
9一月
3

日
消
印
有
効

必
当
日
は
、
無
料
の

自
由
参
加
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

申
先
=
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク
事
務

局

〒
1
6
2・0
8
4
4

新
宿
区
市
谷

八
幡
町
1
3東
京
洋
服
会
館
6
階

問

先
=
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク
事
務
局

(
3
2
6
8
)
7
6
5
0

区
・
文
化
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

12月の国民年金の相談
国民年金保険料の納付などについて、相談を受

け付けます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分
※ 当日は足立社会保険事務所の年金担当者も参加

審議会等の公開( 12 月分)
会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお

問い合わせください。

パブリックコメント( 12 月分)

区民の方から意見を募集します。くわしくはお
問い合わせください。

※ 自治基本条例( 素案) 要綱のパブリックコ
メント結果を発表しています。くわしくは
区・ホームページをご覧ください

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」が

急
増
し
て
い
ま
す

最
近
、
ま
す
ま
す
巧
妙
化
し
た
手

口
に
よ
り
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

具
体
的
に
は
、「
娘
の
借
金
返
済
」

や
「
交
通
事
故
の
示
談
金
」
の
名
目

で
、
子
ど
も
、
孫
、
警
察
官
、
弁
護

士
、
保
険
会
社
、
暴
力
団
な
ど
を
装

い
な
が
ら
、
電
話
口
の
相
手
に
迫
る

と
い
う
も
の
で
す
。
だ
ま
さ
れ
た
被

害
者
が
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
お
金

を
振
り
込
む
と
、
直
ち
に
引
き
出
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

実
際
に
あ
る
高
齢
者
が
、「
息
子
が

起
こ
し
た
交
通
事
故
の
示
談
金
を
送

れ
」
と
の
指
示
に
従
い
、
定
期
預
金

解
約
の
た
め
、
銀
行
の
窓
口
を
訪
れ

た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

は
銀
行
員
が
不
審
に
思
い
、
そ
の
方

に
対
し
て
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
息
子
へ
確
認
の
電
話

を
入
れ
て
事
無
き
を
得
ま
し
た
。
こ

の
事
例
で
は
、
銀
行
員
の
機
転
に
よ

り
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
本
来
は
被
害
者
本
人
が

慌
て
ず
に
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
上
で
、
必
要
な
こ
と
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
電
話
相
手
に
名
前
を
名
乗
ら
せ
る

▽
電
話
を
切
っ
た
後
に
、
実
際
に
本

人
と
連
絡
を
と
る

▽
自
分
一
人
の
判
断
で
現
金
を
振
り

込
ま
な
い

▽
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
と
思
わ
れ
る

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
迷
わ
ず
1
1
0

番
す
る

な
お
、
警
察
が
示
談
に
関
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
官
を
名
乗

り
、電
話
で
示
談
の
話
を
し
た
場
合
、

間
違
い
な
く

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。《

危
機
管
理
室
》

ひ
ろ

ば

=
会
員
募
集
=

☆
無
名
の
会
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

毎

週
日
曜
日
/
荒
川
河
川
敷
ほ
か
/
月

額
千
円
/
老
若
男
女
問
わ
ず
/
堀
江

　
0
9
0
(
3
8
0
0
)
3
7
1
5

掲

示

板

消
防
団
員
募
集

対
象
=
找一
歳
以
上
/
区
内
在
住
・
在

勤

問
先
=
千
住
消
防
署

(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署(

3
8
5
3
)
0
1
1
9

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
糖
尿
病
教
室

日
時
=
1
1
月
2
7日
倒
、
午
後
2
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
=
足
立
区
医

師
会
館

内
容
=
治
療
薬
・
食
事
、

質
疑
応
答
ほ
か

問
先
=
東
京
都
糖

尿
病
協
会

(
3
3
7
3
)
0
7
6
8

N
P
O
法
人
集
合
住
宅
管
理
保
全

協
会
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
‥
H
月
2
8
日
脚
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ

ア

内
容
=
マ
ン
シ
ョ
ン
の
給
水
管

劣
化
と
対
策
ほ
か

※
く
わ
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
集
合
住
宅
管
理
保
全
協
会

(
5
8
5
1
)
0
6
4
7

第
3
期
分
労
働
保
険
料

銀
行
・
郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
へ

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
※
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
A
T
M

か
ら
の
電
子
納

付
可

納
付
期
限
=
H
月
3
0日

問

先
=
東
京
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
部

(
3
8
1
8
)
8
2
1
9
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17 年4月
学童保育室
入室児童募集

12月1日から、各学童保育室で入室申
請書を配付します。対象=保護者が就
労や長期の病気などのため、放課後子ど
もの面倒を見られない家庭の、小学校1～
3年生の児童定員・申先等=表1

費用=児童1人につき月額6, 000円申
込=申請書、家庭状況票、勤務証明書な
どを希望する保育室に提出申込期間=
12月18日～17年1月8日(日・祝日、年
末年始を除く)

☆注意し てく ださ い ☆

1. 入 室は 、面 接と 書類 審査によ り 決定
し ます

2. 現在在籍している児童も、継続して入室を
希望する塲岔は、同じ手続きが茗 曹です

3. 申し 込 みが邏 れると 、17 年4 日 から
の入 室ができない 場 合があ りま す

学童保育室については、住区推進課指導相談係 3880- 5868
表1　17 年4 月学童保育室一覧( 五十音順)

※「 ◎ 」印の学童保育室は、17年4 月開設予定のため、申し込み先に注意してください

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

災害に負けるな!
小出フェア

10月23日に起 きた「新潟県 中越地
震」。区の友好自治体の小出町( 現・魚
沼市) も大きな被害を受けました。
そんな中、小出の方たちが、足立区

からの支援物資および義援金提供のお
礼として、11月11日・12日に区役所1
階区民ロビーで、「ありがとう足立 が
んばろう魚沼市 小出フェア」と題し、
魚沼産コシヒカリや地酒など、物産品
の即売会を行いました。売り上げの一
部は被災者への義援金となりました。
会場に張り出されていた魚沼市の被

害状況の写真や新聞記事を見ていた来
庁者は、「改めて被害の大きさを感じま
した。被害に遭われた方は大変だろう
けど、頑張って欲しいです」と話して
いました。
一日も早い復興を願ってやみません。

▲ 大勢の方が訪れたフェア。少しでも
被災者の方々の役に立ちますように
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ありがとうございます。
新潟県中越地震災害義援金

皆 さ ん か ら た く さ ん の ご 支 援 を い

た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま す 。 引

き 続 き 、 下 記 の 口 座 で12 月30 日 ま で

義 援 金 の 振 り 込 み を 受 け 付 け て い ま

す 。 ま た 、12 月21 日 ま で 各 区 民 事 務

所 に 募 金 箱 を 設 置 し て い ま す 。

新 潟 県 中 越 地 震 全 体 に 対 す る 義 援

金 … 合 計851, 031 円( 11 月8 日 現 在 、

窓 口 持 参 分 の み)

団 体( 8 件) 、・・819, 031 円　 　 個 人　( 6

件) … 32, 000 円

○ 団体名… ㈱ワールドエ クスプレスノ 東渕江 自治会/
長門南部町会/ ㈱丸葉園/ 金井電気一同/ 一ッ家

和気愛々会/ 保木間第四団地新館自治会/ 花畑 セン

ターふれあいまっり実行委員会( 受け付け順・敬称略) <

振 込 先/ 郵 便 振 替>

口 座 番 号 … 00530- 2- 2000

口 座 名 義 … 日 本 赤 十 字 社 新 潟 県 支 部

※ 振 込 用 紙 の 通 信 欄 に「 新 潟 地 震 」と　

明 記 問 先= 地 域 支 援 課 振 興 係

3880- 5855

足 立 区 友 好 自 治 体 「 小 出 町( 11 月1

日 か ら 魚 沼 市) 」に 対 す る 義 援 金 …

合 計14, 831, 792 円( 11 月8 日 現 在)

団 体( 24 件) … 14, 492, 565 円

個 人( 48 件) … 339, 227 円

◎ 団体名… 足立区町会・自治会連合会/ 足立区伝統工
芸振 興会/ 花徳サンベルクス グループ/ 東京西新井
ライオンズクラブ/ 足 立区 商店街振興組合連合 会/

㈲ホームデザイ ン/ 社会福祉法人東保育園職員‥・同/
㈲マルトミ/ 足立区民生・児童委員協議会/ 足立区

民 交流協会/ 軻足立区体育協 会/ ルビー会ダンスサ
ークル/ 足立成和信用金庫本木関原支店/ 足 立区 議
会議員一同/ 青井兵和通り商店街振興組合/ 綾瀬 西
口 本通り会/ 軻足立区社会福祉協議会/ ㈱政所板 金
工業所/ 舎人スポーツ少年団/ ㈲秋山工業/ 三和 舞

台佃/ ㈱三和管財/ 綾瀬五 一六丁目自治会/ 足立区職
員一同( 受け付け順・敬称略)

< 振 込 先/ 足 立 成 和 信 用 金 庫

中 央 支 店>

口 座 番 号 … 普 通1148676

口 座 名 義 … 「 小 出 町 魚 沼 市 義 援 金

足 立 区 経 済 観 光 課 長 清 水 忠 」

※ 足 立 成 和 信 用 金 庫 の 各 支 店 の 窓 口

で 振 り 込 む 場 合 の み, 振 込 手 数 料

は 無 料 で す 問 先= 観 光 係

3880- 5853

古紙配合率100% 再生紙を使用しています B. H　290, 490


